
つみたてバランスファンド

追加型投信/内外/資産複合/インデックス型

グローバル厳選株式ファンド
追加型投信/内外/株式

＜マンスリーレポート＞ 作成基準⽇:2022年7⽉29⽇

●基準価額（1万⼝当たり）は、運⽤管理費⽤（信託報酬）控除後のものです。●分配⾦再投資基準価額は、当ファンドの公表している基準価額に、収益分配⾦（課税
前）をその分配を⾏う⽇に全額再投資したと仮定して算出したものであり、委託会社が公表している基準価額とは異なります。●基準価額の騰落率は、当ファンドの
「分配⾦再投資基準価額」を⽤いて算出しています。したがって、各期間の騰落率と実際の投資家利回りは異なります。●設定来の基準価額の騰落率は当初設定価額
（10,000円）を起点として算出しています。●基準価額および課税前分配⾦は１万⼝当たりで表⽰しています。●分配⾦は⼀定の分配⾦額をお約束するものではなく、
委託会社が分配⽅針に基づいて判断し、分配を⾏わない場合があります。●分配⾦の⼀部またはすべてが元本の⼀部払戻しに相当する場合があります。●上記はあくま
で過去の実績であり、将来の投資成果をお約束するものではありません。●現⾦等には未収、未払項⽬が含まれるため、マイナスとなる場合があります。●上記組⼊⽐
率は、マザーファンドの純資産総額に対する⽐率であり、四捨五⼊の関係で合計が100％にならない場合があります。

組⼊上位5業種

2021年8⽉20⽇ 0円
2020年8⽉20⽇ 0円

- -
- -
- -
- -

設定来累計 0円

課税前分配⾦の推移

基準価額・純資産総額の推移（2019年8⽉28⽇〜2022年7⽉29⽇）

基準価額 17,430円 純資産総額 0.01億円

設定⽇：2019年8⽉28⽇ 決算⽇：原則8⽉20⽇ 信託期間：無期限

※国内株式の業種は東証33業種の分類を基準としています。
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参考指数〔左⽬盛〕 分配⾦再投資基準価額（円）〔左⽬盛〕

設定時

ポートフォリオの状況
資産 組⼊⽐率

国内株式 16.3%
外国株式 82.0%
現⾦等 1.8%
合計 100.0%

業種 組⼊⽐率 業種 組⼊⽐率
1 医薬品 6.3% 1 ソフトウェア・サービス 22.0%
2 電気機器 6.2% 2 ヘルスケア機器・サービス 9.7%
3 サービス業 3.8% 3 半導体・半導体製造装置 9.6%
4 − − 4 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 6.5%
5 − − 5 資本財 6.2%

国内株式 外国株式

騰落率
ファンド 参考指数

1ヵ⽉ 7.1% 3.0%
3ヵ⽉ -0.0% 1.4%
6ヵ⽉ -3.1% 5.6%
1年 -7.5% 8.5%
3年 -% -%

設定来 74.3% 69.7%

※参考指数はMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）です。
※参考指数は当ファンドの設定⽇の前⽇を10,000として指数化しています。
※参考指数は当ファンドの投資対象市場全般の動向を⽰す指標として参照するものであり、参考指数へ

の連動または参考指数を上回る投資成果を運⽤⽬標とするものではありません。また参考指数を構成
する国や地域、銘柄に投資対象を制限することを⽬的とするものでもありません。

組⼊上位５ヵ国・地域

※国・地域は発⾏国もしくは投資国を表⽰しています。

国・地域 組⼊⽐率
1 アメリカ 51.2%
2 ⽇本 16.3%
3 台湾 12.3%
4 オランダ 3.2%
5 フランス 3.2%

※海外株式の業種は世界産業分類基準(GICS)の分類を基準としています。



組⼊上位10銘柄 （組⼊銘柄数: 31銘柄）
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銘柄名 国・地域 業種 組⼊⽐率 概要

1 エムスリー ⽇本 サービス業 3.8%
国内でほぼ全医師が会員となる医療情報サイト運営。医
薬品情報提供、治験⽀援、転職⽀援が柱。海外での成⻑
⾒込む。

2 ALIGN TECHNOLOGY INC アメリカ
ヘルスケア機
器・サービス

3.4%
⻭列矯正器具⼤⼿。素材技術および３D加⼯技術を使っ
た樹脂型矯正器具により、既存の⾦属矯正器具の代替を
⽬指す。

3 AMPHENOL CORP-CL A アメリカ
テクノロジー・
ハードウェアお

よび機器
3.3%

コネクタ世界⼤⼿。競争の激しい数多くの既存市場の中
で、⾼いシェアと収益性を維持するマネジメント⼒を評
価。

4 ペプチドリーム ⽇本 医薬品 3.3%
特殊ペプチド技術に強みを持つ創薬メーカー。世界製薬
企業と提携し収益安定。⾃社創薬のポテンシャルを評
価。

5 ANSYS INC アメリカ
ソフトウェア・

サービス
3.3%

コンピューターによる物理シミュレーション⼤⼿。強み
ある流体解析から派⽣、各種シミュレーション統合で競
争⼒は向上。

6 NVIDIA CORP アメリカ
半導体・半導体

製造装置
3.3%

画像処理装置（ＧＰＵ）設計最⼤⼿。⾼い技術⼒を背景
に、ＡＩ、⾃動運転などで採⽤が進むＧＰＵで独占的
シェア。

7 SVB FINANCIAL GROUP アメリカ 銀⾏ 3.2%
⽶シリコンバレー及び国外で事業を⾏う銀⾏。スタート
アップ企業およびベンチャーキャピタル向けに特化。イ
ノベーション創出におけるユニークな役割を評価。

8 ASML HOLDING NV オランダ
半導体・半導体

製造装置
3.2%

半導体露光装置世界最⼤⼿。最先端技術で独占的シェ
ア。買収した電⼦ビーム式検査装置会社の収益寄与に期
待。

9 NIKE INC -CL B アメリカ
耐久消費財・ア

パレル
3.2%

スポーツアパレル世界最⼤⼿。企画から販売までの全プ
ロセスで⾼い業務執⾏能⼒によってスポーツ市場をけん
引する。

10 AMAZON.COM INC アメリカ ⼩売 3.2%
Eコマース世界最⼤⼿。マネタイズのポテンシャルは膨
⼤。最⾼の消費体験を技術⾰新で実現させる哲学と実⾏
⼒を評価。

※国・地域は発⾏国もしくは投資国を表⽰しています。
※国内株式の業種は東証33業種の分類を基準としています。
※海外株式の業種は世界産業分類基準(GICS)の分類を基準としています。
※概要は作成時点のものであり、将来変更される場合があります。
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＜マーケット動向と投資⾏動＞
7⽉のグローバル株式市場は上昇しました。アメリカの過度な利上げ観測が後退したことや、決算発表シーズン
で好決算企業が物⾊されたことなどが上昇の要因となりました。このような市場環境の中、当ファンドでは、投
資先企業に対する中⻑期的な⾒⽅には⼤きな変化がないと考えております。その結果、7⽉の投資⾏動としては、
銘柄の新規組み⼊れや全売却は⾏っておりません。

＜今後の⾒通しと運⽤⽅針＞
グローバル株式市場はゆるやかな上昇基調にあると判断しています。⼀⽅で⾜元では、インフレおよび各国の⾦
融政策の動向や景気後退への懸念などを背景に、不安定な相場環境も想定されます。そうした中、当ファンドで
は、引き続き企業の強みとそれを活かす戦略、またその戦略を成果に結びつける実⾏⼒に着⽬して調査・分析を
⾏います。そして、不安定な経済環境においても⾼い成果を継続させ、グローバルでの競争に勝ち続ける企業へ
投資していきます。

【ワイズテック・グローバル（Wisetech Global Limited）】
7⽉のグローバル株式市場は上昇しました。その中で、当ファンドが投資するオーストラリアの物流ソフトウェ
アソリューションの⼤⼿であるワイズテック・グローバルの株価は⼤幅に上昇しました。これは、経済⾒通しの
悪化を受けて⾦利上昇が⼀服したことを背景に、グロース株が買い戻されたことと、同社が2022年度における利
益予想を⼤幅に引き上げたことが要因となりました。
同社はグローバル物流システムの効率化およびDX化を推進することで業績を拡⼤してきました。既存の物流シ
ステムは分業やカスタマイズを前提としたシステムとなっており、部分最適を⽬指すことが物流業界の常識でし
た。そのような中でグローバル物流時代の到来を⾒据えた同社は、物流を⼤きなシステムとして俯瞰し、全体最
適を⽬指すグローバルシステムの設計を⽀援してきました。顧客が抱える問題に対して、深い洞察に基づいたソ
リューションを提案することで顧客を拡⼤し、今では18,000以上の物流組織が同社のソフトウェアソリューショ
ンを利⽤しています。
当⽉に同社は、2022年度の利益予想を上⽅修正しました。売上⾼の⼤幅な増加と、想定を上回るコスト削減の効
果を⾒込んだことによります。これまで同社は、年間のEBITDA（利払い前・税引き前・減価償却前利益）を2億
7,500万〜2億9,500万オーストラリアドルの範囲で予測していましたが、これを3億1,000万〜3億2,000万オース
トラリアドルの範囲に引き上げました。これに伴い、利益成⻑率も33〜43%の範囲から50〜55%の範囲へ引き上
げています。
当ファンドでは、今後も同社がグローバル物流システムの変⾰を推し進めていくことで、更なる成⻑を実現する
ことに期待しています。

ファンドマネージャーのコメント ※作成時点の判断を⽰したものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。
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※個別銘柄に⾔及していますが、当該銘柄の売買を推奨する⽬的ではありません。また、継続的な保有を保証するものではありません。
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資⾦動向、市況動向等に急激な変化が⽣じた場合、純資産総額が運⽤に⽀障をきたす⽔準となった場合および信託が終了する場合等のや
むを得ない事情が発⽣したときは、上記のような運⽤ができない場合があります。

ファンドの⽬的

ファンドの特⾊

 信託財産の積極的な成⻑を図ることを⽬指して運⽤を⾏います。

分配⽅針
原則、毎年8⽉20⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、収益分配⽅針に基づいて分配を⾏います。
※将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について保証するものではありません。

ファンドの費⽤

1. ＲＭグローバル厳選株式マザーファンドを通じて、⽇本を含む先進国および新興国の株式への投資を⾏いま
す。
運⽤にあたっては、ＭＳＣＩオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）を参考指数*と
します。
＊当ファンドの投資対象市場全般の動向を⽰す指標として参照するものであり、参考指数への連動または参考指数を上回る投資成果を

運⽤⽬標とするものではありません。また参考指数を構成する国や地域、銘柄に投資対象を制限することを⽬的とするものでもあり
ません。

2. 経営戦略とその実⾏⼒に主眼を置いた調査・分析を⾏い、グローバルなビジネス市場において持続的な競争
優位性を持つと期待できる銘柄を厳選して投資を⾏います。

3. 実質組⼊外貨建資産については、原則として為替ヘッジは⾏いません。

購⼊価額に3.3％（税抜3.0％）を上限として、販売会社がそれぞれ別に定める⼿数料率を乗じた額です。詳しくは
販売会社にご確認ください。

ありません。

ファンドの純資産総額に対して、年率1.65％（税抜1.5％）を乗じて得た額とします。
信託期間を通じて毎⽇費⽤として計上され、毎計算期間の最初の６ヵ⽉終了⽇および毎計算期末または信託終了の
とき、信託財産から⽀払われます。

監査費⽤、有価証券等の売買にかかる売買委託⼿数料、先物取引・オプション取引等に要する費⽤、外貨建資産の
保管等に要する費⽤、信託財産に関する租税および信託事務の処理に必要な費⽤等（これらの消費税等相当額を含
みます。）は、その都度（監査費⽤は⽇々）ファンドが負担します。これらその他の費⽤・⼿数料は、信託財産の
運⽤状況等により変動するため、事前に料率、上限額またはその計算⽅法の概要等を記載することができません。

その他の費⽤・⼿数料

※上記の⼿数料等の合計額については、購⼊⾦額や保有期間等に応じて異なりますので、上限額等を事前に⽰すことができません。

運⽤管理費⽤
（信託報酬）

投資者が直接的に負担する費⽤

購⼊時⼿数料

信託財産留保額

投資者が信託財産で間接的に負担する費⽤
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※2021年4⽉24⽇付でマザーファンド名称の冒頭部分の「ＲＡＭ」を「ＲＭ」に変更しました。



■委託会社 りそなアセットマネジメント株式会社
⾦融商品取引業者：関東財務局⻑（⾦商）第2858号
加⼊協会：⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会
ファンドの運⽤の指図を⾏います。
お問い合わせ：0120-223351（営業⽇の午前9時〜午後5時）
ホームページ：https://www.resona-am.co.jp/

■受託会社 株式会社りそな銀⾏
ファンドの財産の保管および管理を⾏います。

■販売会社 募集・販売の取扱い、投資信託説明書（交付⽬論⾒書）などの書⾯の交付、換⾦申込の受付、収益分配⾦
の再投資ならびに収益分配⾦・換⾦代⾦・償還⾦の⽀払いなどを⾏います。

投資リスク

委託会社、その他の関係法⼈

当ファンドの基準価額は、実質的に組み⼊れている有価証券等の値動きにより影響を受けますが、運⽤により信
託財産に⽣じた損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。
したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、
投資元本を割り込むことがあります。また、投資信託は預貯⾦と異なります。
当ファンドの基準価額の変動要因として、主に以下のリスクがあります。このため、お申込みの際は、当ファン
ドのリスクを認識・検討し、慎重にご判断くださいますようお願いします。

＜基準価額の変動要因＞

なお、当ファンドは20〜50銘柄程度でポートフォリオを構築することを想定しており、保有する1銘柄あたりの
株価変動がファンドの基準価額に⼤きく影響する場合があります。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

5 / 7

株価変動
リスク

株価は、政治・経済情勢、発⾏企業の業績・財務状況、市場の需給、それらに関する外部
評価の変化等を反映して変動します。株価が下落した場合は、基準価額の下落要因となり
ます。

為替変動
リスク

為替相場は、各国の経済状況、⾦利動向、政治情勢等のさまざまな要因により変動しま
す。当ファンドは、実質的に外貨建資産に投資を⾏いますので、投資先の通貨に対して円
⾼となった場合には、基準価額の下落要因となります。

実質的に組み⼊れている有価証券等の発⾏体が倒産した場合、発⾏体の財務状況が悪化し
た場合またはそれらが予想された場合等には、当該有価証券等の価格が下落することやそ
の価値がなくなることにより、基準価額の下落要因となります。

時価総額や取引量が少ない市場で流動性が低い場合、市場の混乱・取引規制等の理由から
流動性が低下している場合、急激かつ多量の売買により市場が⼤きな影響を受けた場合
等、市場実勢から期待できる価格よりも⼤幅に不利な価格で売買せざるを得ないことがあ
り、この場合、基準価額が下落する要因となります。

投資対象国・地域（特に新興国）において、政治や経済、社会情勢等の変化または⾦融取
引等に関する規制の新設や変更により、実質的に組み⼊れている有価証券等の価格が⼤き
く変動することがあります。そのため基準価額が予想以上に下落することや、投資⽅針に
沿った運⽤が困難となることがあります。

信⽤リスク

カントリーリスク

市場リスク

流動性リスク
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購⼊単位
最低単位を1円単位または1⼝単位として販売会社が定める単位とします。
詳しくは販売会社にご確認ください。

購⼊価額 購⼊申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額（１万⼝当たり）

購⼊代⾦ 販売会社が定める期⽇までにお⽀払いください。

換⾦単位
最低単位を1⼝単位として販売会社が定める単位とします。
詳しくは販売会社にご確認ください。

換⾦価額 換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額（１万⼝当たり）

換⾦代⾦ 原則として換⾦申込受付⽇から起算して5営業⽇⽬からお⽀払いします。

申込締切時間
原則として、購⼊・換⾦のお申込みについては、各営業⽇の午後3時までに受け付けた分（販売会社
所定の事務⼿続きが完了したもの）を当⽇のお申込み分として取扱います。

購⼊・換⾦申込
受付不可⽇

以下の⽇は、購⼊・換⾦のお申込みを受付けません。
ニューヨークの銀⾏、ニューヨーク証券取引所、ロンドンの銀⾏およびロンドン証券取引所の休業⽇

換⾦制限 ファンドの資⾦管理を円滑に⾏うため、⼤⼝の換⾦には制限を設ける場合があります。

購⼊・換⾦申込受付
の中⽌および取消

⾦融商品取引所等における取引停⽌、外国為替取引の停⽌、決済機能の停⽌、その他やむを得ない事
情が発⽣した場合には、購⼊・換⾦のお申込みの受付けを中⽌することおよびすでに受付けた購⼊・
換⾦のお申込みを取消すことがあります。

信託期間 無期限（2019年8⽉28⽇設定）

繰上償還

次のいずれかの場合には、委託会社は事前に受益者の意向を確認し、受託会社と合意の上、繰上償還
することができます。
・ 信託財産の純資産総額が20億円を下回ることとなったとき。
・ 繰上償還することが受益者のため有利であると認めるとき。
・ やむを得ない事情が発⽣したとき。

決算⽇ 年1回決算 8⽉20⽇(休業⽇の場合は翌営業⽇)

収益分配

原則として年１回の決算時に収益分配⽅針に基づいて分配を⾏います。ただし、分配対象額が少額の
場合には、分配を⾏わないことがあります。
※ ファンドには、「⼀般コース」と「⾃動けいぞく投資コース」があります。販売会社によりどちら
 か⼀⽅のコースのみの取扱いの場合があるため、詳しくは販売会社にご確認ください。

信託⾦の限度額 1兆円

公告
原則として、電⼦公告の⽅法により⾏い、ホームページ（https：//www.resona-am.co.jp/）に掲載
します。

運⽤報告書
毎決算時および償還時に交付運⽤報告書を作成し、知れている受益者に対し、販売会社を通じて交付
します。

課税関係

当ファンドは課税上、株式投資信託として取扱われます。公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額
投資⾮課税制度）」および「ジュニアNISA（未成年者少額投資⾮課税制度）」の適⽤対象です。配当
控除・益⾦不算⼊の適⽤はありません。税法が改正された場合などには、変更となることがありま
す。
確定拠出年⾦制度の加⼊者については、確定拠出年⾦の積⽴⾦の運⽤にかかる税制が適⽤されます。
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留意事項
＜本資料について＞
本資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするためにりそなアセットマネジメント株式会社が作成したものです。
投資信託のご購⼊にあたっては、投資信託説明書（交付⽬論⾒書）および⽬論⾒書補完書⾯を販売会社よりお渡ししますので
必ず内容をご確認の上、ご⾃⾝でご判断ください。
なお、以下の点にもご留意ください。
 本資料中の運⽤実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運⽤成果を⽰唆あるいは保証する

ものではありません。また、税⾦、⼿数料等を考慮しておりませんので、投資者のみなさまの実質的な投資成果を⽰すも
のではありません。

 本資料の内容は作成基準⽇のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、⽅針通
りの運⽤ができない場合があります。

 本資料は信頼できると判断した情報等をもとに作成しておりますが、その正確性、完全性等を保証するものではありませ
ん。

＜ファンドについて＞
 ファンドのお取引に関しては、⾦融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適⽤はありません。
 当ファンドは、ファミリーファンド⽅式により運⽤を⾏います。そのため、当ファンドと同じマザーファンドを投資対象

とする他のベビーファンドの追加設定・解約により資⾦の流出⼊が⽣じた場合、その結果として、当該マザーファンドに
おいても組⼊有価証券の売買等が⽣じ、当ファンドの基準価額に影響をおよぼすことがあります。

 当ファンドは、⼤量の解約が発⽣し短期間で解約資⾦を⼿当てする必要が⽣じた場合や主たる取引市場において市場環境
が急変した場合等に、⼀時的に組⼊資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量
が限られてしまうリスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響をおよぼす可能性や、換⾦のお申込みの受
付けが中⽌となる可能性、換⾦代⾦のお⽀払いが遅延する可能性があります。

 分配⾦はファンドの純資産から⽀払われますので、分配⾦⽀払い後は純資産が減少し、基準価額が下落する要因となりま
す。収益分配⾦の⽔準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益の⽔準を⽰すものではありません。収益分配は、計
算期間に⽣じた収益を超えて⾏われる場合があります。投資者の購⼊価額によっては、収益分配⾦の⼀部または全部が、
実質的な元本の⼀部払戻しに相当する場合があります。ファンド購⼊後の運⽤状況により、分配⾦額より基準価額の値上
がりが⼩さかった場合も同様です。

 ファンドは、預⾦や保険契約ではなく、預⾦保険機構、保険契約者保護機構の対象ではありません。また、登録⾦融機関
で取扱う場合、投資者保護基⾦の補償対象ではありません。

【参考指数の著作権等について】
MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、MSCIオール・カントリー・ワール
ド・インデックス（⽶ドルベース）をもとに委託会社が円換算して計算したものです。MSCIオール・カントリー・ワール
ド・インデックス（⽶ドルベース）は、MSCI Inc.が開発した、⽇本を含む先進国および新興国の株式を対象として算出した
指数で、配当を考慮したものであり、指数に関する著作権、知的財産権その他の権利はMSCI Inc.に帰属します。

販売会社（※作成基準⽇現在、当ファンドを取り扱う販売会社はございません。）
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